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・□  医療従事者の配置要晦去ニニ㌔；妄  
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○ 平成18年7月から、療養病棟入院基本料にうLiモは－看護職鼻2古：jノ  

看護補助者25：1の酉己置が算定要件となる。  

○ただし、医療区分2・3の患者を8割以上受け入れている病棟は、看護職月  
20：1．′看護補助者20：1の配置を井定要件とする．ミいずれかを満たせな  
い壊酎扶院基本料亘（フ毎年畠）を菓定する¢ニ）育たヾ当該病棟め春草職長  

は月平均夜勤時間数72時間以下の要件を満たす必要はない．  

．□ 急性増悪時の対応  

○ 急性増悪によリー般病棟へ転棟・転院する場合には、転棟・転院前3日間  に陳軋出来高算定がす能。この場合、 入院基本料＝E（7飼・嘉）を賓定。‡芋   

□180日超の特定療養層化対象から除外  

0180日超の入院患者で医療の必要性が低いものに煉る特定療養費化の、  
対象から除外。  
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定に当たうての留意  

甲 入院基本料A（1740点）、入院基本料B（1344点）又は入院基   

丁・本料C（122は）壷算定する患者について帆走卿的（鹿則とし≡‡‡  

て片に1回）に患者又はそめ家族に対して、御節様式21対まこ攣≠与  
れに準ずる様式により作成した書面又はその写を交付の上、十   

㌔分な魂醜街出だ轟療覿塵紙吏お仁と。なお、やむを≡薫   
・三宿ない唾由により魂明を行うことが困難な場合であっても、患者重宝  

又はその家族の求めに応じ、当該書面又はその写を交付するとこ   

七もに診療録に貼付しておく0  

、、、 口1日に2つ以上の区分に該当する場合は、該当するもののうち最   
～も高い点数の区分で算定こ、  
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